
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）支持体、（２）感圧記録用発色剤または感圧記録用顕色剤の少なくとも１方がマイ
クロカプセル化され、それぞれ単独で積層あるいは混合して 単層の自己発色性
感圧記録層（以下、単に自己発色性感圧記録層）、（３）ポリオレフィン樹脂層、（４）

透明あるいは半透明紙、及び（５）感熱記録用発色剤および該感熱
記録用発色剤と接触して発色する感熱記録用顕色剤とを含有した感熱記録層（以下、単に
感熱記録層）を順次積層してなる感熱／感圧発色性記録シート。
【請求項２】

自己発色性感圧記録層の発色と、 感熱記録層の発色が異なる色相であること
を特徴とする請求項１記載の感熱／感圧発色性記録シート。
【請求項３】
前記請求項１の感熱／感圧発色性記録シートを用いた、少なくとも感熱発色と感圧発色の
両方の発色方法を用いることにより偽造防止あるいは偽造検知を行えることを特徴とする
偽造防止用紙。
【請求項４】
少なくとも感熱発色させた前記請求項１の感熱／感圧発色性記録シートの一部を加圧して
感圧発色させることにより、感熱発色のみしかしない感熱記録シートとの差を見極めるこ
とを特徴とする偽造検知方法。
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【請求項５】
少なくとも感圧発色させた前記請求項１の感熱／感圧発色性記録シートの一部を加熱して
感熱発色させることにより、感圧発色のみしかしない感圧記録シートとの差を見極めるこ
とを特徴とする偽造検知方法。
【請求項６】
（１）支持体、（２）自己発色性感圧記録層、（３）ポリオレフィン樹脂層、（４）透明
あるいは半透明紙、（５）感熱記録層を順次積層し、さらに（１）支持体の反対側の面に
（６）粘着層を設けたことを特徴とする感熱／感圧発色性ラベル。
【請求項７】
（１）支持体、（２）自己発色性感圧記録層、（３）ポリオレフィン樹脂層、（４）透明
あるいは半透明紙、（７）剥離層を順次積層してなる感圧発色性剥離シート。
【請求項８】
（１）支持体、（２）自己発色性感圧記録層、（３）ポリオレフィン樹脂層、（４）透明
あるいは半透明紙、（８）剥離可能な隠ぺい層を順次積層してなる隠ぺい型感圧発色性記
録シート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、偽造防止性を備えた記録紙に関するものであり、基本的な偽造防止性は感圧発
色性によって与えられる物である。例えば本発明でいう偽造防止性を備えた感熱／感圧発
色性の記録シートとは、サーマルヘッドを用いて容易に感熱印字でき、かつインパクトプ
リンターあるいは簡単な加圧などで容易に感圧発色できる感熱および感圧発色型の記録シ
ートに関するものである。偽造防止性を備えた剥離シートとは、一般ラベルにおいて印字
時に剥離シートが発色するため、控え用の複写がとれるとともに偽造防止を行うことがで
きる。隠ぺい型感圧発色性記録シートとは、隠ぺい層を設けた後でくじの当落や順位など
を記入できるとともに、隠ぺい層を剥離した後の記録シートを感圧発色させることにより
偽造防止を行うことができるものである。このような記録シートは、伝票、帳票、記録紙
、玩具、通信、証券、金券、チケット、切符、書類、シール、くじ、ラベルなどに用いる
ことが可能で、簡単に真偽の判別ができる偽造防止性を有する記録シートである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ファクシミリ、各種計測機器のプリンターやレコーダー、ラベル用プリンター、Ｐ
ＯＳ用プリンター、および乗車券や入場券などの自動販売機などの広範囲の分野において
、熱エネルギーによって記録を行う感熱記録体が使用されるようになってきた。感熱記録
は、プリンターやファクシミリを用いた情報伝達などに用いられ、情報を瞬時に電話回線
などにより送ることが可能で、かつ正確であることからビジネスオフィスや販売店、家庭
で便利に使用されている。しかしながら感熱記録における記録はパソコン、プリンター、
および印字フォントなどの発達により簡単に同じ印字を行うことができるため乗車券など
の金券として扱う場合には偽造しやすいという問題があった。偽造防止の目的からは、こ
のような記録用紙に偽造防止用の地紋印刷がなされていたり、マイクロ文字による偽造防
止用の印刷がなされているが、近年のカラーコピーの発達により、印刷に関しては素人で
も簡単に複製が作れるという状況になっている。このような状況は単に金券のみならず、
値札替わりあるいは商品詳細を記入したラベルや、一般には銀ペーストインクなどで剥離
可能な隠ぺい層を設けたスピードくじなどにおいても複製を作り易いという状況は同じで
ある。
【０００３】
本発明の基本となる自己発色性感圧記録のシステムは、いわゆるノーカーボン複写紙から
発展したものであり、製品形態としては自己発色性感圧記録シートまたはセルフコンティ
ンドペーパーとも呼ばれている。その構成は、無色染料（以下、感圧記録用発色剤と称す
る）を内包するマイクロカプセルを支持体に設ける工程と、さらにその塗層上に酸性白土
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、フェノール樹脂、有機酸性物質などの電子受容性物質（以下、感圧記録用顕色剤と称す
る）を設ける工程との都合２工程からなる２層塗工による製造方法（塗工順序を逆にした
ものも含む）や、上記２成分の少なくとも１成分をマイクロカプセル化し、均一に混合し
て一層塗工による製造方法（特公昭４７－１６０９６号公報）が知られている。
【０００４】
当然ながら、自己発色性感圧記録シートは、支持体表面に感圧記録用発色剤と感圧記録用
顕色剤の両方が近接して存在し、少しの摩擦や圧力により発色してしまうため、耐擦性の
付与が必要である。簡単な耐擦性の付与方法として、マイクロカプセルよりも粒径の大き
い小麦でんぷん粒子などを自己発色性感圧記録層内に分散させ、多少の圧力では不用意に
発色しないようにしたものもある。しかしながら、このようなクッション材（スチルト材
）の併用では、その耐擦性効果は限られるものであった。すなわち、非常に耐擦性を向上
させた自己発色性感圧記録シートにおいても、その印字は感圧紙用に設計されたプリンタ
ーでなければ、紙送りロールなどで自己発色性感圧記録層が発色してしまうという問題が
あった。このような耐擦性の悪さのために、たとえば感熱プリンターなどを通せば紙送り
ロールの跡が発色するし、銀ペーストインクなどの剥離可能な隠ぺい層を設ければ隠ぺい
層の剥離時に自己発色性感圧記録層も発色して使い物にならないというジレンマがあった
。
【０００５】
感熱記録においては、単独の発色方法のみでは使用できるプリンターが限定されてしまう
ため、熱ヘッド、インパクトヘッドの両方で印字可能な記録用紙が望まれていた。その理
由のひとつとして、感熱記録あるいは感圧記録など１種類の記録方式のみでは前述したよ
うに簡単に偽造できてしまうので、少なくとも２つ以上の記録方式が併用できる多機能性
の記録シートの開発が望まれていた。
【０００６】
さらに自己発色性感圧記録シートにおいても、感熱記録体と同様に近年のパソコン、プリ
ンター、および印字フォントなどの発達により簡単に同じ印字を行うことができるため金
券として扱う場合には偽造しやすいという問題があった。偽造防止用の地紋印刷がカラー
コピーにより複製できる点も感熱などの場合と同様である。
【０００７】
このような記録シートとしては、支持体の両面に感圧記録層と感熱記録層をそれぞれ塗布
した両面記録シートや、少なくとも支持体の片面に感熱記録層と感圧記録層の両方を設け
た多層型の記録シートが考案されるが、どちらの場合も感熱記録を行うためにプリンター
を通過させると、自己発色性感圧記録層がプリンターの紙送りロールにより発色するとか
、感圧記録層と感熱記録層の両方を重ね合わせて設けると感圧発色時に破壊されたカプセ
ル中のオイルが感熱記録用顕色剤を溶かすためか感熱発色を誘発し、同じ場所が発色する
ため発色が同色になり区別しにくいとかの問題があった。
【０００８】
社会生活の中で偽造方法の進展（特にカラーコピーに負う所が大きい）により、そのター
ゲットとされるのは切符やチケットなどの金券のみならず、ラベル、値札、書類などもそ
の例に漏れない。すなわち入場券や切符、切手、印紙などの金券以外にも世間に流通して
いる本やＣＤ、ゲームソフトなどのラベルや説明書、商品の値札そのもの、あらゆる種類
のくじや投票券（馬券など）、会社の専用便せんなどもカラーコピーで複製を作ろうと思
えば容易にできるのが現状である。
【０００９】
さらに偽造防止の手段、あるいは新たな複写伝票を構成する要素として、剥離性を有する
自己発色性感圧記録紙についても言及する。前述したようにラベル用途においてはカラー
コピーの進展により、どのような複製でも容易に作成できるが、ラベルと同時に使用され
る剥離紙に偽造防止性（すなわち感圧発色性）をもたせることにより、ラベル自体を偽造
防止すること、あるいは控えシートとして使用可能な剥離紙の提供が可能である。しかし
ながら、剥離紙の剥離層と接しているのは粘着層であり、ただ単に自己発色性感圧記録層
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の上に剥離層を設けても、自己発色性感圧記録層が剥離層あるいは粘着層に含まれる低分
子量分の作用で発色しなくなるか、あるいは粘着層を剥離層から剥す際に自己発色性感圧
記録層が発色して使い物にならなくなるかで、剥離性を備えながら自己発色性感圧記録性
を有することは本来困難であった。特に、剥離シートに自己発色性感圧記録性のみではな
く、複写シートとしての機能まで持たせようとすると、印刷性に劣るために複写シートと
しての機能まで持たせることができなかった。
【００１０】
また近年、当落の判別が容易な剥離可能な隠ぺい層（遮光性の高い銀ペーストインク層で
あることが多い）を有するスピードくじ（その場で剥離層を擦りとって当落が判るタイプ
のくじ）が広く世の中で使われ始めている。しかしながら、このタイプのくじは当落が隠
ぺい層で覆われるために、事前に当落を印刷した用紙に隠ぺい層を設ける方法でなければ
製造できなかった。すなわち、当落の確率は事前に印刷したくじ原紙の確率のままであり
、くじの発行人の意思によってその確率を変更することは不可能であった。なぜならば、
当落を別の方法でチェックすべく別の表示をくじに入れると、その時点でくじの機能を失
うためである。このため、このタイプの隠ぺい層を有するくじは、非常に大きなイベント
で当落の確率が決っているような場合にしか適用できないのが普通であり、発行枚数の少
ないくじで、このような簡便なくじの当落チェックの方法を用いたいという要求には応え
られなかった。最大の理由は隠ぺい層を設けた後からくじの当落の記録ができないという
点にあった。同様の理由でこのような隠ぺい層を有するくじに、印刷後に有効期限を入れ
るとか、商品名をいれるなどという操作も不可能であり、使い勝手の良いものではなかっ
た。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明が解決しようとする第一の課題は、感圧記録および感熱記録の２つの方法で記録を
行うことにより、記録シートに偽造防止性を付与することにある。そのために本発明は、
記録シートに記録できること自体もさることながら、感圧記録層（自己発色性感圧記録層
）が十分な耐擦性を有し、感熱記録に用いる記録方式への適用性（プリンター適性、耐熱
性、耐ロール性など）を十分に有する感熱／感圧発色性の記録シートを提供するものであ
る。１枚の記録シートで感圧記録および感熱記録方式の両方の記録方式を可能にすること
により、主に使用する発色方式を情報記録用とし、主に使用しない記録方式を偽造防止用
に補完的に用いることができる偽造防止性の記録シートを開発することにある。
【００１２】
さらに本発明が解決しようとする第二の課題として、偽造防止の手段のひとつとして、感
圧自己発色性を有する剥離シートを得ることにある。粘着ラベルなどの使用時において、
同時に使用される剥離紙に偽造防止性をもたせることにより、ラベル自体に偽造防止性を
付与でき、かつ剥離紙を印字内容を複写できる控えシートとして使用可能にする感圧発色
性剥離シートを提供することにある。
【００１３】
本発明が解決しようとする第三の課題は、剥離可能な隠ぺい層を有するくじ用紙において
、隠ぺい層を設けた後で、当落、順位、商品名、有効期限などのくじ内容を記録すること
ができる隠ぺい型感圧発色性記録シートを提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上述した問題点を解決するため鋭意研究の結果、以下のとおり発明するに
至った。
【００１５】
（１）支持体、（２）感圧記録用発色剤または感圧記録用顕色剤の少なくとも１方がマイ
クロカプセル化され、それぞれ単独で積層あるいは混合して 単層の自己発色性
感圧記録層（以下、単に自己発色性感圧記録層）、（３）ポリオレフィン樹脂層、（４）
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透明あるいは半透明紙、及び（５）感熱記録用発色剤および該感熱
記録用発色剤と接触して発色する感熱記録用顕色剤とを含有した感熱記録層（以下、単に
感熱記録層）を順次積層してなる感熱／感圧発色性記録シート。
【００１６】
上記感熱／感圧発色性記録シートにおいて、自己発色性感圧記録層の発色と、感熱記録層
の発色が異なる色相であることを特徴とする。
【００１７】
本発明の偽造防止用紙は、上記感熱／感圧発色性記録シートを用いた、少なくとも感熱発
色と感圧発色の両方の発色方法を用いることにより偽造防止あるいは偽造探知を行うこと
を特徴とする。
【００１８】
本発明の偽造検知方法は、少なくとも感熱発色させた上記の感熱／感圧発色性記録シート
の一部を加圧して感圧発色させることにより、感熱発色のみしかしない感熱記録シートと
の差を見極めることを特徴とする。
【００１９】
また、本発明の偽造検知方法は、少なくとも感圧発色させた請求項１あるいは２記載の感
熱／感圧発色性記録シートの一部を加熱して感熱発色させることにより、感圧発色のみし
かしない感圧記録シートとの差を見極めることを特徴とする。
【００２０】
本発明の感熱／感圧発色性ラベルは、▲１▼支持体、▲２▼自己発色性感圧記録層、▲３
▼ポリオレフィン樹脂層、▲４▼透明あるいは半透明紙、▲５▼感熱記録層、以上を積層
しさらに支持体の反対側の面に▲６▼粘着層を設けたことを特徴とする。
【００２１】
本発明の感圧発色性剥離シートは、▲１▼支持体、▲２▼自己発色性感圧記録層、▲３▼
ポリオレフィン樹脂層、▲４▼透明あるいは半透明紙、▲７▼剥離層を順次積層してなる
ことを特徴とする。
【００２２】
本発明の隠ぺい型感圧発色性記録シートは、▲１▼支持体、▲２▼自己発色性感圧記録層
、▲３▼ポリオレフィン樹脂層、▲４▼透明あるいは半透明紙、▲８▼剥離可能な隠ぺい
層を順次積層してなることを特徴とする。
【００２４】
以下に本発明の詳細を構成別に説明する。
【００２５】
本発明に用いられる支持体としては、上質紙、アート紙、グラシン紙、キャスト紙、コー
テッド紙などの通常の天然パルプ紙を用いることができ、木材パルプ、合成パルプ、填料
、サイズ剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、顔料、紙力増強剤、染料など、通常抄紙で用い
られる原材料を必要に応じて使用することが可能である。また、ポリエチレン、ポリプロ
ピレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリアミド、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデ
ン、ポリメチルペンテンなどのプラスッチクシート、およびこれらの合成繊維からなる合
成紙や不織布、またはこれらの合成樹脂を紙に片面、または両面にラミネートしたラミネ
ート紙を使用しても良い。これらの合成樹脂からなる素材は白色でも、着色されていても
良い。
【００２６】
本発明においては、自己発色性感圧記録層の発色の確認に適当な透明度が３０％以上の紙
を透明紙あるいは半透明紙と呼ぶ。なお、本発明で言う透明度とは、１００から不透明度
値を差引いた値として表した。不透明度値とは、ＪＩＳ　Ｐ８１３８にて測定した不透明
度（％）である。厚みは、ＪＩＳ　Ｐ８１１８で規定される紙および板紙の厚さと密度の
試験方法により測定した値である。中でも、本発明の透明紙あるいは半透明紙は、坪量が
１０～５５ｇ／ｍ２ であることが好ましい。本発明の透明紙あるいは半透明紙には、木材
パルプ、合成パルプ、填料、サイズ剤、紫外線防止剤、酸化防止剤、紙力増強剤、染料な
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ど、通常抄紙で用いられる原材料を必要に応じて使用することが可能である。
【００２７】
透明紙あるいは半透明紙の坪量が１０ｇ／ｍ２ より小さいと、寸法安定性が悪くて貼り合
わせ時にしわが入りやすく、また筆記の際に破れる事があり好ましくない。また、坪量が
８５ｇ／ｍ２ より大きいと、貼合わせ後の厚みが厚くなり、重要な自己発色性感圧記録層
の発色性および読み取り性が阻害されるため好ましくない。
【００２８】
本発明において、３０％以上の透明度を有する透明紙あるいは半透明紙が感熱層などの他
の記録層を介して自己発色性感圧記録層の発色を確認するために適当であり、透明度が３
０％より低いと発色の確認が困難になり不適当である。
【００２９】
本発明に用いられる透明紙あるいは半透明紙（以下まとめて透明紙と称する）は、透明度
が３０％以上のものであれば、グラシン紙、樹脂含浸紙、タイプライター用紙、コンデン
サーペーパー、トレーシングペーパー、コピー用紙、含浸トレーシングペーパー、和紙、
薄手の上質紙など、特に制限するものではないが、中でも薄手の上質紙、コピー用紙、ト
レーシングペーパー、含浸トレーシングペーパー、あるいは和紙が適している。透明度が
本発明の範囲内であれば不織布を使用することもできる。なお、本発明で称するトレーシ
ングペーパーとは、含浸タイプのトレーシングペーパーとは区別する目的で使用している
呼称でナチュラルトレペあるいは天然トレペとも称される透明紙のことである。
【００３０】
本発明の記録シートを得るには、代表的には支持体の片面に、少なくとも一方がマイクロ
カプセル化されている感圧記録用発色剤または感圧記録用顕色剤をそれぞれ単独で積層あ
るいは混合して単層の自己発色性感圧記録層を設ける工程、該自己発色性感圧記録紙と透
明紙をポリオレフィン樹脂層により一体化する工程、透明紙上に感熱記録層など他の記録
方式の記録層を塗工する工程、以上の工程を組み合わせることにより製造することができ
るが、特にこれらの工程の詳細や組み合わせ順序を限定するものではない。また支持体の
可視的な記録層を設けていない片面に磁気記録層、あるいは粘着層を設けること、透明紙
の上に剥離層を設けることなども可能である。
【００３１】
本発明の記録シートに用いるポリオレフィン樹脂としては、一般に、ポリオレフィン樹脂
コーティングあるいはポリオレフィン樹脂ラミネートに用いられるポリオレフィン樹脂な
ら制限なく使用可能であり、例えば、ポリエチレン（低密度、中密度、高密度、線状低密
度ポリエチレン）、ポリプロピレン、ポリトリメチルペンテン、ポリブテンなどの汎用溶
融押し出し樹脂を単独で、あるいは混合して用いることができる。
【００３２】
ポリオレフィン樹脂層により透明紙と自己発色性感圧記録層を有する支持体を一体化する
には、一般の溶融押し出しダイ、Ｔダイ、あるいは多層同時押し出しダイを用いることが
できる。溶融押し出しの前処理として、透明紙、あるいは自己発色性感圧記録層を有する
支持体にコロナ処理、フレーム処理など公知の接着性改良のための処理を行うことは何等
差し支えない。また、本発明の記録シートの裏面には、カール防止、帯電防止、顔料コー
ト層あるいは耐水性層などのバックコート層を設けることが出来、バックコート層には帯
電防止剤、親水性バインダー、ラテックス、硬膜剤、顔料、界面活性剤、粘着剤などを適
宜組み合わせて含有することができる。
【００３３】
ポリオレフィン樹脂の塗布量（ラミネート量）は、自己発色性感圧記録層の発色性、およ
び透明紙との接着性に関与するため一定の範囲にあることが好ましい。透明紙と支持体と
の接着強度を充分に保つ目的から、８～２５ｇ／ｍ２ の塗布量が好ましく、十分な自己発
色性感圧記録層の発色を確保するためには、多くとも３０ｇ／ｍ２ 以下の塗布量に抑える
必要がある。透明紙の坪量あるいはポリオレフィン樹脂層の塗布量がある範囲を越えると
、読み取りに十分な発色性を損なう。またポリオレフィン樹脂層がある範囲より少ないと
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透明紙の接着性が不十分であり、透明紙の厚みがある範囲より薄いと強度的に弱く、筆記
時などに破れる場合がある。透明紙の透明度がある範囲より低いと、自己発色性感圧記録
層の発色が透過しにくく、従って記録を読み取りにくい。
【００３４】
本発明に利用し得る自己発色性感圧記録層については、特に制限されることなく、従来か
ら公知のものを使用できる。例えば、マイクロカプセル化の方法やマイクロカプセルの壁
材、感圧記録用発色剤や発色剤を溶解する油、あるいは感圧記録用顕色剤、接着樹脂、マ
イクロカプセル保護剤などである。
【００３５】
マイクロカプセル化法としては、コアセルベーション法（米国特許２８００４５８号明細
書など）、界面重合法（特公昭４７－１７６３号公報など）、インサイチュー重合法（特
開昭５１－９０７９号公報など）などが使用できる。
【００３６】
マイクロカプセルの壁材としては、ポリウレタン、ポリ尿素、エポキシ樹脂、尿素／ホル
マリン樹脂、メラミン／ホルマリン樹脂などが使用できる。
【００３７】
本発明に用いる感圧記録用発色剤、感熱記録用発色剤、感圧記録用顕色剤に関しては、一
般に感圧記録材料や感熱記録材料に用いられているものであれば特に制限されない。たと
えば、感圧記録用あるいは感熱記録用の発色剤としては、トリアリルメタン系化合物、ジ
アリ－ルメタン系化合物、キサンテン系化合物、チアジン系化合物、スピロピラン系化合
物、ジフェニルメタン系染料、スピロ系染料、ラクタム系染料、フルオラン系染料などが
使用できる。
【００３８】
具体的には、　３，３－ビス（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－６－ジメチルアミノフタ
リド（クリスタルバイオレットラクトン）、３，３－ビス（ｐ－ジメチルアミノフェニル
）フタリド、３－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－３－（１，２－ジメチルインドール
－３－イル）フタリド、　　３－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－３－（２－メチルイ
ンド－ル－３－イル）フタリド、３，３－ビス（１，２－ジメチルインド－ル－３－イル
）－５－ジメチルアミノフタリド、３，３－ビス（９－エチルカルバゾ－ル－３－イル）
－６－ジメチルアミノフタリド、３，３－ビス（２－フェニルインド－ル－３－イル）－
６－ジメチルアミノフタリド、３－ｐ－ジメチルアミノフェニル－３－（１－メチルピロ
－ル－３－イル）－６－ジメチルアミノフタリド、３－ｐ－ジメチルアミノフェニル－３
－（１－メチルピロール－２－イル）－６－ジメチルアミノフタリド３－（ｐ－ジメチル
アミノフェニル）－３－（２－メチルインドール－３－イル）フタリド、３－（ｐ－ジメ
チルアミノフェニル）－３－（２－フェニルインドール－３－イル）フタリド、３，３－
ビス（１，２－ジメチルインドール－３－イル）－５－ジメチルアミノフタリド、３，３
－ビス（１，２－ジメチルインドール－３－イル）－６－ジメチルアミノフタリド、３，
３－ビス（９－エチルカルバゾール－３－イル）－５－ジメチルアミノフタリド、３，３
－ビス（２－フェニルインドール－３－イル）－５－ジメチルアミノフタリド、などのト
リアリルメタン系染料。
【００３９】
４，４’－ビス－ジメチルアミノフェニルベンズヒドリルベンジルエーテル、４，４’－
ビス－ジメチルアミノベンズヒドリルベンジルエ－テル、Ｎ－ハロフェニルロイコオーラ
ミン、Ｎ－２，４，５－トリクロロフェニルロイコオーラミンなどのジフェニルメタン系
染料。
【００４０】
ベンゾイルロイコメチレンブル－、ｐ－ニトロベンゾイルロイコメチレンブル－などのチ
アジン系染料。
【００４１】
３－メチル－スピロ－ジナフトピラン、３－エチル－スピロ－ジナフトピラン、３，３’
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－ジクロロスピロジナフトピラン、３－フェニル－スピロ－ジナフトピラン、３－ベンジ
ル－スピロ－ジナフトピラン、３－プロピルスピロベンゾピラン、３－メチルナフト－（
３－メトキシベンゾ）スピロピラン、３－メチル－ナフト（６’－メトキシベンゾ）スピ
ロピラン、３－プロピル－スピロ－ジベンゾピランなどのスピロ系染料。
【００４２】
ロ－ダミン－Ｂ－アニリノラクタム、ロ－ダミン（ｐ－ニトロアニリノ）ラクタム、ロ－
ダミン（ｏ－クロロアニリノ）ラクタムなどのラクタム系染料。
【００４３】
ローダミンＢアニリノラクタム、ローダミンＢ－ｐ－クロロアニリノラクタム、３－ジエ
チルアミノ－７－ジベンジルアミノフルオラン、３－ジメチルアミノ－７－ジベンジルア
ミノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－オクチルアミノフルオラン、３－ジエチルア
ミノ－７－フェニルフルオラン、３－ジメチルアミノ－７－メトキシフルオラン、３－ジ
エチルアミノ－７－Ｎ－ジエチルアミノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－メトキシ
フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メトキシフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－
メチル－７－クロロフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－クロロフルオラン、３－ジエ
チルアミノ－６－クロロ－７－メチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（３，４－
ジクロロアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（２－クロロアニリノ）フル
オラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジエチルアミ
ノ－６－メチル－７－フェニルアミノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６，７－ジメチ
ルフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－トリル）アミノ－６－メチル－７－アニリノフル
オラン、３－ピペリジノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ
－トリル）アミノ－６－メチル－７－フェネチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－
（４－ニトロアニリノ）フルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－アニリノフ
ルオラン、３－（Ｎ－メチル－Ｎ－プロピル）アミノ－６－メチル－７－アニリノフルオ
ラン、３－（Ｎ－エチル－ｐ－トルイジノ）－７－メチルフルオラン、３－（Ｎ－エチル
－ｐ－トルイジノ）－６－メチル－７－フェニルアミノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－
ｐ－トルイジノ）－６－メチル－７－（ｐ－トルイジノ）フルオラン、３－ジエチルアミ
ノ－７－（２－カルボメトキシ－フェニルアミノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－７
－Ｎ－アセチル－Ｎ－メチルアミノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソアミル）ア
ミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－Ｎ－クロロエチ
ル－Ｎ－メチルアミノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－メチル－Ｎ－ベンジルアミ
ノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－Ｎ－メチルアミノフルオラン、３－（Ｎ－メチ
ル－Ｎ－シクロヘキシル）アミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エ
チル－Ｎ－ｉｓｏ－アミルアミノ）－６－メチル－７－フェニルアミノフルオラン、３－
（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－メチルアミノ）－６－メチル－７－フェニルアミノフルオラ
ン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－テトラヒドロフリル）アミノ－６－メチル－７－アニリノフ
ルオラン、３－ピペリジノ－６－メチル－７－フェニルアミノフルオラン、３－ピロリジ
ノ－６－メチル－７－フェニルアミノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７
－キシリジノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（ｏ－クロロフェニルアミノ）フル
オラン、３－ジブチルアミノ－７－（ｏ－クロロフェニルアミノ）フルオラン、３－ピロ
リジノ－６－メチル－７－ｐ－ブチルフェニルアミノフルオランなどのフルオラン系染料
などが挙げられる。
【００４４】
感圧記録層において感圧記録用発色剤を溶解する油としては、ジアリールアルカン系、ア
ルキルナフタレン系、アルキル化ビフェニル、水添ターフェニルの如き芳香族合成油、ケ
ロシン、ナフサ、パラフィン油、塩素化パラフィンの如き脂肪族合成油、綿実油、ヤシ油
、大豆油、亜麻仁油の如き植物油などが使用できる。
【００４５】
マイクロカプセルの保護剤としては、セルロース粉末、デンプン粒子、タルク、焼成カオ
リン、炭酸カルシウムなどが使用できる。
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【００４６】
感圧記録用の顕色剤としては、粘土類（例えば、活性白土、酸性白土、アタパルジャイト
、ベントナイト、コロイダルシルカ、硅酸アルミニウムなど）、有機酸（例えば、サリチ
ル酸の如き芳香族カルボキシ化合物またはこれらの金属塩など）、有機酸と金属化合物の
混合物、酸性重合体（例えばフェノ－ル／ホルムアルデヒド樹脂、サリチル酸系樹脂また
はこれらの亜鉛、マグネシウム、アルミニウム、カルシウム、チタン、マンガン、スズ、
ニッケルなどの多価金属塩など）などが使用できる。
【００４７】
その他に、助剤としてステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウムなどの高級脂肪酸金属
塩、パラフィン、酸化パラフィン、ポリエチレン、酸化ポリエチレン、ステアリン酸アミ
ド、カスターワックスなどのワックス類、また、ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム、
スルホン酸変性ポリビニルアルコールなどの分散剤、ベンゾフェノン系、ベンゾトリアゾ
ール系などの紫外線吸収剤、更らに界面活性剤、蛍光染料、帯電防止剤、増粘剤、防腐剤
、酸化防止剤、消泡剤、離型剤、滑剤、耐ブロッキング向上剤、粘着付与剤などが支持体
、自己発色性感圧記録層、ポリオレフィン樹脂層、感熱記録層中、透明紙中に必要に応じ
て添加される。
【００４８】
また、本発明の構成として、高い発色濃度を得る上で、支持体と自己発色性感圧記録層と
の間に、炭酸カルシウム、タルク、シリカ、クレー、硫酸バリウム、炭酸マグネシウム、
ケイ酸マグネシウム、硫酸鉛、鉛白、亜鉛華、硫化亜鉛、サチン白、酸化チタン、酸化ア
ンチモン、雲母、ベントナイト、ケイ酸カルシウム、石膏、水酸化アルミニウムなどの無
機顔料、またはポリスチレン、ポリビニルトルエン、スチレン／ジビニルベンゼン共重合
体、ポリメタクリル酸メチル、尿素／ホルムアルデヒド重合体、ポリエチレンなどの微粉
有機顔料を含むアンカー層を設けたり、自己発色性感圧記録層内に分散することは何等差
し支えない。
【００４９】
本発明に使用される感熱記録用の顕色剤としては、一般に感熱紙に使用される電子受容性
の物質が用いられ、特にフェノール誘導体、芳香族カルボン酸誘導体あるいはその金属化
合物、Ｎ，Ｎ’－ジアリールチオ尿素誘導体、有機酸と金属化合物の混合物、酸性重合体
（例えばフェノ－ル／ホルムアルデヒド樹脂、サリチル酸系樹脂またはこれらの亜鉛、マ
グネシウム、アルミニウム、カルシウム、チタン、マンガン、スズ、ニッケルなどの多価
金属塩など）などが使用でき、特にフェノ－ル誘導体、芳香族カルボン酸誘導体あるいは
その金属化合物、Ｎ，Ｎ’－ジアリ－ルチオ尿素誘導体などが使用される。
【００５０】
この中で特に好ましいものはフェノ－ル誘導体、芳香族カルボン酸およびそのフェノ－ル
性化合物であり、具体的には、１，１－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，
２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル
）ブタン、２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）ヘキサン、ビスフェノ－ルスルフォ
ン、ビス（３－アリル－４－ヒドロキシフェニル）スルフォン、４－ヒドロキシ－４’－
イソプロピルオキシジフェニルスルフォン、３，４－ジヒドロキシ－４’－メチルジフェ
ニルスルフォン、ジフェノ－ルエ－テル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ベンジル、ｐ－ヒドロ
キシ安息香酸プロピル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ブチル、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチル安息香酸
、トリクロロ安息香酸、４－ヒドロキシ安息香酸オクチル、安息香酸、テレフタル酸、３
－ｓｅｃ－ブチル－４－ヒドロキシ安息香酸、３－シクロヘキシル－４－ヒドロキシ安息
香酸、３，５－ジメチル－４－ヒドロキシ安息香酸、サリチル酸、３－イソプロピルサリ
チル酸、３－ｔｅｒｔ－ブチルサリチル酸、３－ベンジルサリチル酸、３－（α－メチル
ベンジル）サリチル酸、３－クロロ－５－（α－メチルベンジル）、３，５－ジ－α－メ
チルベンジルサリチル酸、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルサリチル酸、３－フェニル－５
－（α，α－ジメチルベンジル）サリチル酸、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェノ－ル、４－ヒ
ドロキシジフェノキシド、α－ナフト－ル、β－ナフト－ル、４－ヒドロキシアセトフェ
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ノ－ル、４－ｔｅｒｔ－カテコ－ル、２，２’－ジヒドロキシジフェノ－ル、２，２’－
メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－イソブチルフェノ－ル、４，４’－イソプロ
ピリデンビス（２－ｔｅｒｔ－ブチルフェノ－ル）、４，４’－ｓｅｃ－ブチリデンジフ
ェノ－ル、４－フェニルフェノ－ル、４，４’－イソプロピリデンジフェノ－ル、２，２
’－メチレンビス（４－クロロフェノ－ル）、ヒドロキノン、４，４’－シクロヘキシリ
デンジフェノ－ル、４－ヒドロキシフタル酸ジメチル、ヒドロキノンモノベンジルエ－テ
ル、ノボラック型フェノ－ル樹脂、フェノ－ル重合体などのフェノ－ル性化合物が挙げら
れる。
【００５１】
本発明において、自己発色性感圧記録層あるいは感熱記録層の形成に使用されるバインダ
ーとしては、デンプン類、ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース、エチルセル
ロース、カルボキシメチルセルロースなどのセルロース誘導体、カゼイン、ゼラチンなど
のプロテイン、酸化デンプン、エステル化合物デンプンなどのサッカロースの如き水性天
然高分子化合物、ポリビニルアルコール、変性ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリ
ドン、ポリアクリル酸、ポリアクリル酸ソーダ、アクリル酸アミド／アクリル酸エステル
共重合体、アクリル酸アミド／アクリル酸エステル／メタクリル酸３元共重合体、スチレ
ン／無水マレイン酸共重合体のアルカリ塩、ラテックス、ポリアクリルアミド、スチレン
／無水マレイン酸共重合体などの如き水溶性合成高分子化合物やラテックス類、エチレン
／無水マレイン酸共重合体のアルカリ塩などの水溶性接着樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリウ
レタン、ポリアクリル酸エステル、スチレン／ブタジエン共重合体、アクリロニトリル／
ブタジエン共重合体、アクリル酸メチル／ブタジエン共重合体、アクリロニトリル／ブタ
ジエン／アクリル酸共重合体、エチレン／酢酸ビニル共重合体などのラテックスなどが挙
げられる。
【００５２】
また、感熱記録層の感度をさらに向上させるために、増感剤として、Ｎ－ヒドロキシメチ
ルステアリン酸アミド、ステアリン酸アミド、パルミチン酸アミドなどのワックス類、２
－ベンジルオキシナフタレンなどのナフトール誘導体、ｐ－ベンジルビフェニル、４－ア
リルオキシビフェニルなどのビフェニル誘導体、１，２－ビス（３－メチルフェノキシ）
エタン、２，２’－ビス（４－メトキシフェノキシ）ジエチルエーテル、ビス（４－メト
キシフェニル）エーテルなどのポリエーテル化合物。炭酸ジフェニル、シュウ酸ジベンジ
ル、シュウ酸ジ（ｐ－クロルベンジル）エステルなどの炭酸またはシュウ酸ジエステル誘
導体などを添加することができる。
【００５３】
感熱記録層あるいは自己発色性感圧記録層に使用される顔料としては、ケイソウ土、タル
ク、カオリン、焼成カオリン、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、酸化チタン、酸化亜
鉛、酸化ケイ素、水酸化アルミニウム、尿素－ホルマリン樹脂などが挙げられる。
【００５４】
感熱記録層の下部、すなわち透明紙の上に感熱発色性を向上させ、印字によるカスを防止
するためのアンダーコート層を設けること、あるいは感熱記録層の上に発色汚れや耐水性
などを付与する目的でオーバーコート層を設けることは何ら差し支えない。
【００５５】
本発明の記録シートにおける粘着層の設け方は、剥離紙の剥離剤塗布面に粘着剤を設け、
粘着剤面と該記録シートの支持体の自己発色性感圧記録層を設けていない面を重ねて、プ
レスロールなどで圧着する方法が一般に行われるが、該記録シートに粘着剤を先に塗布し
て、剥離紙と貼り合わせても良い。粘着層を構成する粘着剤には、ゴム系またはアクリル
樹脂系の粘着剤を用いることができる。ゴム系の主原料は天然ゴムまたはスチレン・ブタ
ジエンラバーであり、天然ゴムでは、ロジン系樹脂や可塑剤なとが添加され、通常ノルマ
ルヘキサンを溶媒として塗工する。また、スチレン・ブタジエンラバーを主原料とした場
合は溶融して塗工する。アクリル樹脂系においては、２－エチルヘキシルアクリレート、
ブチルアクリレート、エチルアクリレート、アクリル酸、β－ヒドロキシエチルアクリレ
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ートなどのアクリル系モノマーを重合して作る。重合の方法により、酢酸エチルやトルエ
ンなどの有機溶媒を用いたり、界面活性剤を用いて水中で乳化させながら重合したエマル
ジョンタイプを用いることができる。
【００５６】
粘着剤の耐熱性や耐溶剤性などの物性を向上させるために、上記原料に、イソシアネート
系、メラミン系、金属キレート系などの架橋剤を用いて架橋反応させても良いし、シリカ
、カオリン、クレー、炭酸カルシウム、水酸化アルミニウム、酸化亜鉛、酸化チタン、メ
ラミン樹脂粒子、澱粉粒子などの顔料を添加したり、水溶性高分子、石油系樹脂、各種パ
ラフィンワックス、脂肪酸またはその誘導体、高級アルコール類、金属石鹸類、シリコー
ン類、さらには帯電防止剤、増粘剤、分散剤、防腐剤、酸化防止剤、消泡剤などを添加し
ても良い。これらの粘着剤は、偽造防止性の記録シートの使用される用途に合わせた選択
をすれば良い。
【００５７】
本発明の記録シートに用いられる剥離層としては、好ましくはシリコーン樹脂を主成分と
した剥離剤により設けられる。剥離層を構成するシリコーン樹脂とは、分子末端、または
側鎖にアクリロイル基、メタクリロイル基、ビニル基、ビニルアミド基、ヒドロシリル基
、シラノール基、ジアゾ基、アセチレン基、チオール基の中から選択される官能基を有す
るシリコーン樹脂（主にジアルキルポリシロキサン）である。ジアルキルポリシロキサン
を硬化させる際には、反応形態によって、さらにメチルハイドロジェンポリシロキサン、
あるいはメチルメトキシポリシロキサンなどのシリコーン樹脂を加えて使用する場合もあ
る。これらシリコーン樹脂組成物の形態としては、溶剤に希釈してある溶剤型、乳化剤を
用いて水中に分散乳化したエマルジョン型、溶剤を全く使用しない無用剤型などがあるが
、本発明においては制限されるものではない。シリコーン樹脂の硬化機構は、加熱による
重合反応であり、縮合型、付加型、架橋型、開環重合型反応などが可能である。
【００５８】
当然のことながら本発明における記録シートの自己発色性感圧記録層がこのような溶媒、
薬品、加熱に侵される構造であってはならない。
【００５９】
これらシリコーン樹脂は、単独もしくは２つ以上を混合して使用することができる。また
、シリコーン樹脂以外の組成物を混合して使用してもよい。シリコーン樹脂以外の組成物
を混合する場合には、シリコーン樹脂の持つ剥離性を損なわない組成物を使用する必要が
あり、含フッ素系、アルキド系、アクリル系、ポリオレフィン系、ポリビニルアルコール
系樹脂などの剥離性を有する樹脂組成物が好ましく用いられる。さらに、シリコーン樹脂
組成物の剥離性を阻害しない範囲で、他のバインダー成分、着色剤、酸化防止剤などの添
加物を混入することもできる。さらに、加熱による硬化反応においては、触媒存在下で反
応を進行させることが好ましい。使用する触媒としては、有機スズ系、白金系の触媒など
があり、使用するシリコーン樹脂の種類により選択して使用することができる。また、硬
化に際し、適当な反応開始剤、もしくは反応制御剤を加えてもよい。なお、これら混合物
を加えても、記録シートの透過性を低下させない観点から、樹脂組成物が無色であるか、
あるいは、できるだけ透明である必要がある。
【００６０】
無溶剤型シリコーン樹脂のうち、熱を加えずに硬化させることが可能な放射線硬化型のシ
リコーン樹脂を使用することも可能である。放射線硬化型シリコーン樹脂とは、分子末端
、または側鎖にアクリロイル基、メタクリロイル基、ビニル基、エポキシ基、ビニルアミ
ド基、ジアゾ基の中から選択される官能基を有するジアルキルポリシロキサンを主成分と
するものであり、電子線あるいは紫外線を照射することにより硬化せしめることが可能で
ある。なお、本発明では、電子線と紫外線をまとめて放射線と称する。放射線硬化型シリ
コーン樹脂を使用する場合には、反応開始剤、光反応開始剤、増感剤を加えて用いること
ができる。
【００６１】
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電子線硬化型のシリコーン樹脂を用いた場合には、樹脂被覆層を硬化するために電子線加
速器を使用する必要があり、カーテン方式、スキャン方式、ダブルスキャン方式が採用で
きるが、比較的安価で大出力が容易に得られるカーテン方式が好ましい。電子線の加速電
圧は、１００～１０００ｋＶ、好ましくは１５０～３００ｋＶであり、照射線量としては
吸収線量で０．５～１０Ｍｒａｄである。加速電圧が１００ｋＶ未満ではエネルギーの透
過量が不足し、１０００ｋＶを超えるとエネルギー効率が低下して経済的ではない。照射
線量がこの範囲より小さいと、硬化反応が不十分になり強靱な層が得られない。照射線量
がこの範囲より多いと、エネルギー効率が低下するばかりか、透明紙の劣化、樹脂、添加
剤の分解、強度低下や着色など品質上好ましくない影響が現われ好ましくない。
【００６２】
紫外線照射によりシリコーン樹脂組成物の硬化を行う場合には、紫外線照射方向は樹脂組
成物層塗工側から照射するのが好ましい。用いる紫外線照射装置としては、例えば、低圧
水銀灯、中圧水銀灯、高圧水銀灯、メタルハライドランプなどがあり、オゾン発生の少な
いオゾンレスタイプもある。一般に出力８０ｗ／ｃｍ以上のランプを複数本並行して使用
する。
【００６３】
紫外線あるいは電子線照射による硬化はラジカル反応であり、雰囲気中の酸素濃度に依存
するので、窒素、ヘリウム、二酸化炭素などの不活性ガスによる置換を行ない、酸素濃度
６００ｐｐｍ以下、好ましくは４００ｐｐｍ以下に抑制した雰囲気中で照射することが好
ましい。
【００６４】
本発明の記録シートにおいて、剥離層は透明紙の上に直接設けて偽造防止性を有する剥離
紙として用いることができるし、透明紙上に設けた感熱層上に剥離層を設けて偽造防止性
のあるラベル感熱紙とすることも可能である。感熱層の上に剥離層を設ける場合は、感熱
層上に水性高分子よりなるバリヤー層を設けてその上に剥離層を設けることもできるし、
感熱層上に放射線硬化型のシリコーン樹脂を用いて加熱工程を経ずに剥離層を設けること
もできる。
【００６５】
本発明において剥離層を形成する場合には透明紙上に直接塗布して設けることができる。
基材である透明紙との接着性を向上させるために、透明紙にコロナ処理などの表面処理を
施してもよい。また、透明紙の透気度によっては透明紙上にアンカー層を設け、さらにそ
の上に剥離層を設けても良い。
【００６６】
剥離層の塗工量は、主に透明紙の種類により異なるが、０．５～１０ｇ／ｍ２ 、より好ま
しくは１．０～５ｇ／ｍ２ である。剥離層の量がこの範囲より少ないと、透明紙上をむら
なく剥離層で覆うことが困難であり、ピンホールが生じやすいなど剥離性が悪化する。剥
離層樹脂の塗工量をこの範囲を超えて多くしても特性状変わらないばかりか、コストのみ
向上し、透明性、剛性などの点から取扱性が悪化する場合がある。
【００６７】
本発明において自己発色性感圧記録層、感熱層、剥離層、粘着層などを塗布する方法とし
ては、グラビアコーター、グラビアオフセットコーター、バーコーター、ロールコーター
、エアナイフコーター、Ｕコンマコーター、ＡＫＫＵコーター、スムージングコーター、
マイクログラビアコーター、リバースロールコーター、４本あるいは５本（多段）ロール
コーター、カーテンコーター、ブレードコーター、ディップコーター、落下カーテンコー
ター、スライドコーター、リップコーター、ダイコーター、スクイズコーター、ショート
ドウェルコータ、サイズプレス、スプレーなどの各種装置をオンマシンあるいはオフマシ
ンで用いることができる。また、各層の各々の塗工または含浸後には、マシンカレンダー
、グロスカレンダー、ＴＧカレンダー、スーパーカレンダー、ソフトカレンダーなどのカ
レンダーやブラッシングを用いて仕上げても良い。また、場合によってはオフセット、シ
ルクスクリーンなどの印刷方法も用いられる。
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【００６８】
本発明の記録シートへの印刷や記録の方法は、鉛筆やインクによる筆記・印刷、インパク
トプリンター、電子写真、熱転写、インクリボン、感熱、感圧、インクジェット、フレキ
ソ印刷、オフセット印刷、グラビア印刷、活版印刷、凹版印刷、レーザープリント、ラベ
ル貼り合わせなどその方法による制限はない。ただし透明紙と一体化した後の自己発色性
感圧記録層への記録は、圧力による発色を伴う記録方法に限られる。当然のことながら感
熱層への記録は熱ヘッドを用いた感熱方式による。自己発色性感圧記録層に記録する際に
は、インパクトプリンターを用いることも可能であるし、同じ情報を多量に記録する必要
がある場合には、活版印刷により記録することも可能である。また、ボールペン、鉄筆な
どでの記録も可能である。剥離層上、感熱記録層上、自己発色性感圧記録層上、ポリオレ
フィン樹脂層上、透明紙上あるいは支持体の裏面に一般の印刷を行うことは何等差し支え
ない。また、地紋印刷による不透明化を行うことも何等差し支えない。
【００６９】
また、本発明の記録シートは、他の感圧記録シート、裏カーボン複写シート、粘着シート
、印刷シート、透明フィルムなどと組合わせて一連の複写シートとして使用できる。本発
明の圧着シートの一部、あるいは全部にダイカットなどの加工、支持体の一部の分離、ミ
シン目、プリンター用送り孔などの加工を施すことは何等差し支えない。
【００７０】
【作用】
本発明の記録シートにおいては、感熱記録などの記録が行えるばかりでなく、加圧印字を
行うことにより、自己発色性感圧記録層を発色させることが可能であり、その発色は感熱
記録層など上層の記録層、ポリオレフィン樹脂層および透明紙を通して読みとることが可
能である。本発明の記録シートにおいては、自己発色性感圧記録層が透明紙の内側に保護
された形になるため、一般の取扱時、特に他の記録方式での記録時において不用意な摩擦
による発色汚れの心配がなく耐擦性が高いばかりでなく、記録の耐候性、耐水性、耐油性
などが良好で、印刷性、取扱性に優れ、ラミネート紙特有の帯電による重送が起こらず、
取り扱いやすい。本発明の記録シートにおいては、１枚の記録シートで感圧および感熱な
どの両方の記録方式を可能にしたことにより、主に使用する発色方式を情報記録用とし、
主に使用しない記録方式を偽造防止用に補完的に用いることができる。また、偽造防止の
手段のひとつとして、感圧自己発色性を有する剥離シートを得ることにより、ラベル自体
に偽造防止性を付与でき、かつ剥離紙を印字内容を複写できる控えシートとして使用可能
になる。さらに、自己発色性感圧記録層の上に剥離可能な隠ぺい層を設けることにより、
スピードくじ用紙において、隠ぺい層を設けた後で、当落、順位、商品名、有効期限など
のくじ内容を記録することができる隠ぺい型感圧発色性記録シートを提供することができ
る。
【００７１】
【実施例】
次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明する。尚、以下に示す部および％のいず
れも重量基準である。また、塗布量を示す値は断わりのない限り乾燥後の塗布量である。
【００７２】
調整例１（自己発色性感圧塗液の作製）
感圧記録用に用いる発色剤内包マイクロカプセルは、次のとおり作製した。
まず、クリスタルバイオレットラクトン１３部をハイゾールＳＡＳ　Ｎ－２９６（日本石
油化学製）９０部に加熱溶解して内相油とした。メラミン１０部と３７％ホルマリン２５
部を水１００部とともに加温し、メラミン－ホルマリン初期重縮合物を得た。次いで、内
相油を６％のスチレン／無水マレイン酸共重合体水溶液１５０部に乳化し、この乳化液に
、上記のメラミン－ホルマリン重縮合物を添加して、液温を７０℃に３時間保持して、メ
ラミン－ホルマリン樹脂膜を持つ発色剤内包のマイクロカプセル分散液を得た。得られた
マイクロカプセルの平均粒子径は、約６μｍであった。
【００７３】
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自己発色性感圧記録層用の塗料は、以下の処方により作製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７４】
調製例２（感熱塗液の調整）
感熱記録層を構成する感熱塗液を以下のように調整した。次の配合からなる混合物をそれ
ぞれサンドミルで平均粒径が約１μｍになるまで粉砕分散して、＜Ａ液＞と＜Ｂ液＞を調
製した。
【００７５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７６】
次いで調製した＜Ａ液＞＜Ｂ液＞を用いて次の配合で感熱塗液を調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７７】
実施例１
自己発色性感圧記録層を有する支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォー
ム  ７０Ｋｇ）に、調整例１記載の配合の自己発色性感圧記録層を、塗布量が７ g/m2にな
るように塗設して、自己発色性感圧記録シートを得た。自己発色性感圧記録面にコロナ処
理を施した後、溶融押し出しダイより低密度ポリエチレン（日本ユニカー製、ＮＵＣ８０
００）を押し出し、自己発色性感圧記録シートと透明紙を貼合せて一体化して透明紙層を
有する耐擦性の自己発色性感圧記録シートを得た。透明紙あるいは半透明紙として（Ａ）

10

20

30

40

50

(14) JP 3614931 B2 2005.1.26



坪量１５ g/m2のトレーシングペーパー（透明度８４％）、（Ｂ）坪量３５ g/m2のジアゾ用
コピー用紙（透明度５０％）、（Ｃ）坪量４５ g/m2の上質紙（透明度３０％ それぞれ
用い、透明紙層を有する耐擦性の自己発色性感圧記録シートを得た。ポリエチレン樹脂の
塗布量は１２ g/m2であった。
【００７８】
それぞれの透明紙層を有する自己発色性感圧記録シートをそれぞれ感圧紙（Ａ）、感圧紙
（Ｂ）、感圧紙（Ｃ 表わす。感圧紙（Ａ）～（Ｃ それぞれ乾燥重量が６ g/m2とな
るように調製例２で調製した感熱塗液を塗布、乾燥して感熱記録層を設け、目的とする感
熱／感圧発色性記録シートを得た。
【００７９】
実施例２
実施例１において、調整例２の３－（Ｎ－メチル－Ｎ－シクロヘキシル）アミノ－６－メ
チル－７－アニリノフルオラン４０部を、クリスタルバイオレット４０部に変更した以外
は、実施例１と同様にして目的の感熱／感圧発色性記録シートを得た。
【００８０】
実施例３
実施例１において得られた感圧紙（Ａ）に感熱記録層を設けた感熱／感圧発色性記録シー
トの裏面に粘着層（中央理化工業製、リカボンドＡＰ－３７）を２０ｇ／ｍ２ となるよう
に設け、粘着層を市販の剥離紙でカバーして感熱／感圧発色性ラベルとした。
【００８１】
比較例１
自己発色性感圧記録層を有する支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォー
ム　７０Ｋ）に、調整例１記載の配合の自己発色性感圧記録層を、塗布量が７ｇ／ｍ２ に
なるように塗設した自己発色性感圧記録シートをそのまま用いた。
【００８２】
比較例２
比較例１の自己発色性感圧記録シートにコロナ処理を施した後、溶融押し出しダイより低
密度ポリエチレン（日本ユニカー製、ＮＵＣ８００８）を塗布量は１５ｇ／ｍ２ となるよ
うに押し出し、ポリオレフィン樹脂によるコーティング層を設けた。
【００８３】
比較例３
感熱記録層を有する支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォーム　７０Ｋ
）に、調整例２記載の配合の感熱塗液を乾燥重量が６ｇ／ｍ２ となるように塗布、乾燥し
て感熱記録層を設け、感熱記録シートを得た。
【００８４】
比較例４
感熱記録層と自己発色性感圧記録層を両方有する記録シートとして、比較例１で得られた
自己発色性感圧記録層を有する記録シート上に、調整例２記載の配合の感熱塗液を乾燥重
量が６ｇ／ｍ２ となるように塗布、乾燥して感熱記録層を設け、感熱層および自己発色性
感圧記録層を有する感熱／感圧発色性の記録シートを得た。この方法で得られた記録シー
トは、感熱プリンターの紙送りロールで発色したり、感熱ヘッドの擦りで発色してしまい
、本質的に感熱記録ができなかった。
【００８５】
比較例５
比較例３で得られた感熱記録シートの裏面に粘着層（中央理化工業製、リカボンドＡＰ－
３７）を２０ｇ／ｍ２ となるように設け、粘着層を市販の剥離紙でカバーして感熱発色性
ラベルとした。
【００８６】
実施例１～３および比較例１～４で得られた記録シートは以下の方法で評価を行った。
【００８７】
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＜感圧発色性１＞
実施例および比較例で得られた記録シートにインクリボンを装着しないドットインパクト
プリンターを用いてベタ印字を行った。印字後にマクベス濃度計を用いて光学濃度を測定
した。実用に供した場合、細かい文字でも十分に読みとれる光学濃度は０．５０以上であ
り、光学濃度が０．４０を下回るようだと正確な読み取りが困難なレベルである。光学濃
度が０．１５を下回ると発色の有無自体が分かりにくくなるレベルである。
【００８８】
＜感熱発色性＞
市販の感熱ワードプロセッサーを用いてベタ印字を行った。印字後にマクベス濃度計を用
いて光学濃度を測定した。実用に供した場合、細かい文字でも十分に読みとれる光学濃度
は０．５０以上であり感熱発色性を優とした。光学濃度が０．４０を下回るようだと正確
な読み取りが困難なレベルであり感熱発色性を劣とした。両者の間を感熱発色性を並と判
定した。ただし、感熱ワードプロセッサーを用いた印字で全く発色しない場合、および紙
送りロールや感熱ヘッドの擦りによりい感熱印字以外の不要な部分が発色してしまう場合
は、感熱プリンター適性がないということであり、感熱発色性を悪で判定した。
【００８９】
＜接着強度＞
市販のラベル印字装置を用いて実施例３および比較例５で得られたラベル上に感熱印字を
行った。ラベルの剥離紙を剥してステンレス板に接着し、その接着強度を９０゜剥離によ
りテンシロンで測定した。ラベルに必要とされる接着強度は通常１００ｇｆ／２５ｍｍで
ある。
【００９０】
＜偽造防止性１＞
市販の感熱ワードプロセッサーを用いて感熱記録を行った記録シートに、インクリボンを
装着しないドットインパクトプリンターを用いて印字を行った。感熱発色と感圧発色が重
なっていても感圧発色が読みとれる場合を偽造防止性優、感熱発色と感圧発色が重なった
場合、その部分は感圧発色が読みとれないが、感熱発色がない部分では感圧発色が読みと
れる場合を偽造防止性良、感圧発色が感熱発色のない部分でも読みとれないが感圧発色し
ていることが確認できる場合を偽造防止性並、感圧発色しかしない場合および感熱発色し
かしない場合を偽造防止性劣で判定した。
【００９１】
＜偽造防止性２＞
インクリボンを装着しないドットインパクトプリンターを用いて印字を行った記録シート
に、感熱ヘッドを有するプリンターで感熱記録を行った。感熱発色と感圧発色が重なって
いても感熱発色が読みとれる場合を偽造防止性優、感熱発色と感圧発色が重なった場合、
その部分は感熱発色が読みとれないが、感圧発色がない部分では感熱発色が読みとれる場
合を偽造防止性良、感熱発色が感圧発色のない部分でも読みとれないが感熱発色している
ことが確認できる場合を偽造防止性並、感圧発色しかしない場合および感熱発色しかしな
い場合を偽造防止性劣で判定した。
【００９２】
実施例１～３および比較例１～５で得た記録シートについて、上記の評価方法により試験
を行い、その結果を表１に示した。なお、実施例において感圧紙（Ａ）～（Ｃ 得られ
たサンプルをそれぞれ実施例１Ａ～実施例 ように表わす。
【００９３】
【表１】
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【００９４】
実施例４
実施例１において得られた感圧紙（Ａ）、感圧紙（Ｂ）にそれぞれ乾燥重量が１ｇ／ｍ２

となるように以下の組成の剥離性樹脂組成物１をグラビアコーターで塗布した。
＜剥離性樹脂組成物１＞
シリコーン樹脂　ＫＳ８８３（信越化学工業製）　　　　　　　　　１００部
希釈溶媒　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００部
触媒　ＣＡＴ　ＰＳ－８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５部
１５０℃に設定したドライヤー中に１分間投入することで硬化を行い、感圧発色性剥離シ
ートを得た。
【００９５】
比較例６
自己発色性感圧記録層を有する支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォー
ム　７０Ｋ）に、調整例１記載の配合の自己発色性感圧記録層を、塗布量が７ｇ／ｍ２ に
なるように塗設した自己発色性感圧記録シートをそのまま用い、実施例３と同様な剥離性
樹脂組成物１を実施例３と同様な塗布方法で塗布、１５０℃に設定したドライヤー中に１
分間投入することで硬化を行い、サンプルとした。
【００９６】
比較例７
自己発色性感圧記録層を有さない支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォ
ーム　７０Ｋ）に、実施例３と同様な剥離性樹脂組成物１を実施例３と同様な塗布方法で
塗布、１５０℃に設定したドライヤー中に１分間投入することで硬化を行い、サンプルと
した。
【００９７】
実施例４および比較例６、７で得られた記録シートあるいはサンプルは以下の方法で評価
を行った。
【００９８】
＜感圧発色性２＞
実施例４および比較例６、７で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離層上に粘着層
を有する粘着ラベルを貼り付けてサンプルとした。市販のドットインパクトプリンターを
用いてラベル上にベタ印字を行った。粘着ラベルを剥離層から剥した際の、剥離シートの
発色をマクベス濃度計を用いて光学濃度を測定した。実用に供した場合、細かい文字でも
十分に読みとれる光学濃度は０．５０以上であり、光学濃度が０．４０を下回るようだと
正確な読み取りが困難なレベルである。光学濃度が０．１５を下回ると発色の有無自体が
分かりにくくなるレベルである。
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【００９９】
＜ラベル剥離性＞
実施例４および比較例６、７で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離層上に粘着層
を有する粘着ラベルを貼り付けてサンプルとした。粘着ラベルを剥離シートから剥離した
場合の剥離感について評価した。粘着ラベルがスムースに剥離でき、粘着ラベルもラベル
としての性能を劣化させてない場合をラベル剥離性が優、粘着ラベルがスムースに剥離で
きないか、粘着ラベルもラベルとしての性能を劣化させている（粘着力が低下していると
か）場合をラベル剥離性が劣で判定した。
【０１００】
＜偽造防止性３＞
実施例４および比較例６、７で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離層上に粘着層
を有する粘着ラベルを貼り付けてサンプルとした。市販のドットインパクトプリンターを
用いてラベル上に印字を行った。粘着ラベルを剥離層から剥した際に、剥離シートがラベ
ル上と同様の発色をしていてラベル／剥離性シート間の対応がとれる場合は、カラーコピ
ーなどによりラベルの複製は作成できないから偽造防止性３が優、剥離シートが発色せず
、カラーコピーなどにより同様のラベルを複製しても判別のしようが無い場合を偽造防止
性３が劣で判定した。
【０１０１】
＜複写性＞
実施例４および比較例６、７で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離層上に粘着層
を有する粘着ラベルを貼り付けてサンプルとした。市販のドットインパクトプリンターを
用いてラベル上に印字を行った。粘着ラベルを剥離層から剥した際に、剥離シートがラベ
ル上と同様の発色をしていてラベル／剥離性シート間の対応がとれ、剥離シートをラベル
の控え伝票として用いることができる場合を複写性が優、剥離シートが発色せず、ラベル
の控えをとるには新たにコピーなどにより複写しなければならない場合を複写性が劣で判
定した。
【０１０２】
実施例４および比較例６、７で得た剥離シートについて、上記の評価方法により試験を行
い、その結果を表２に示した。なお、実施例において感圧紙（Ａ）、感圧紙（Ｂ）で得ら
れたサンプルをそれぞれ実施例３Ａ、実施例３Ｂのように表わす。
【０１０３】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０４】
実施例５
実施例１において得られた感圧紙（Ａ）、感圧紙（Ｂ）にそれぞれ乾燥重量が２０ｇ／ｍ
２ となるように以下の組成の剥離性隠ぺい層を最終固形分濃度が５０％になるように調整
してグラビアコーターで塗布した。
【０１０５】
＜剥離性隠ぺい層＞
アルミ金属粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
ゴムラテックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００部
シリカゲル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
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１５０℃に設定したドライヤー中に１分間投入することで乾燥を行い、剥離性の隠ぺい層
を有する隠ぺい型感圧発色性記録シートを得た。
【０１０６】
比較例８
自己発色性感圧記録層を有する支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォー
ム　７０Ｋ）に、調整例１記載の配合の自己発色性感圧記録層を、塗布量が７ｇ／ｍ２ に
なるように塗設した自己発色性感圧記録シートをそのまま用い、実施例４と同様な剥離性
隠ぺい層を実施例４と同様な塗布方法で塗布、１５０℃に設定したドライヤー中に１分間
投入することで硬化を行い、サンプルとした。
【０１０７】
比較例９
自己発色性感圧記録層を有さない支持体として、市販の上質紙（三菱製紙製、ダイヤフォ
ーム　７０Ｋ）に、実施例４と同様な剥離性隠ぺい層を実施例４と同様な塗布方法で塗布
、１５０℃に設定したドライヤー中に１分間投入することで硬化を行い、サンプルとした
。
【０１０８】
実施例５および比較例８、９で得られた記録シートあるいはサンプルは以下の方法で評価
を行った。
【０１０９】
＜感圧発色性３＞
実施例５および比較例８、９で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離性隠ぺい層よ
り市販のドットインパクトプリンターを用いてベタ印字を行った。隠ぺい層を擦り落した
際の、隠ぺいされていたシートの発色をマクベス濃度計を用いて光学濃度を測定した。実
用に供した場合、細かい文字でも十分に読みとれる光学濃度は０．５０以上であり、光学
濃度が０．４０を下回るようだと正確な読み取りが困難なレベルである。光学濃度が０．
１５を下回ると発色の有無自体が分かりにくくなるレベルである。
【０１１０】
＜発色確認性＞
実施例５および比較例８、９で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離性隠ぺい層側
より樹脂凸版によるクラッシャー印刷法を用いて印字を行った。内部の印字が読めるよう
に隠ぺい層を擦り落とし、シートの発色性を確認した。剥離性隠ぺい層を擦り落とすに際
し、内部に不要の発色をさせずに隠ぺい層の剥離が出来、内部の印字が読める場合を発色
確認性が優、剥離性隠ぺい層を擦り落とす程度の圧力で内部が発色してしまい、印字が読
み難くなる場合を発色確認性が劣、隠ぺい層を擦り落としても内部に発色がない場合を発
色確認性が悪で判定した。
【０１１１】
＜後発色性＞
実施例５および比較例８、９で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離性隠ぺい層側
より市販のドットインパクトプリンターを用いて印字を行った。隠ぺい層を擦り落として
から、シートの発色性を確認した。剥離性隠ぺい層の上から印字しても隠ぺいされたシー
トの部分に記録できる場合を後発色性が優、できない場合を後発色性が劣で判定した。
【０１１２】
＜偽造防止性４＞
実施例５および比較例８、９で得られた記録シートあるいはサンプルの剥離性隠ぺい層よ
り市販のドットインパクトプリンターを用いてラベル上に印字を行った。隠ぺい層を擦り
落としてから、印字された部分以外に圧力を加え、シートの発色性を確認した。剥離性隠
ぺい層を剥離した後の隠ぺいされたシートの部分に発色できる場合は、カラーコピーなど
により複製は作成できないから偽造防止性４が優、剥離性隠ぺい層を剥離した後の隠ぺい
されたシートの部分が発色せず、カラーコピーなどにより同様のシートを複製しても判別
のしようが無い場合を偽造防止性４が劣で判定した。
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【０１１３】
実施例５および比較例８、９で得た記録シートあるいはサンプルについて、上記の評価方
法により試験を行い、その結果を表３に示した。なお、実施例において感圧紙（Ａ）、感
圧紙（Ｂ）で得られた記録シートをそれぞれ実施例４Ａ、実施例４Ｂのように表わす。
【０１１４】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１１５】
評価：
実施例１～３により得られた感熱／感圧発色性記録シートあるいはそのラベルは、感熱発
色性、感圧発色性を同一の面に有し、両方の記録方式を用いることにより２色の発色が可
能で、１枚の記録シートで感熱、感圧の両方の記録方式を可能にすることにより、主に使
用する発色方式を情報記録用（例えば偽造防止性１においては感熱記録）とし、主に使用
しない記録方式（偽造防止性１における感圧記録）を補完的に用い偽造防止用途などに用
いることができる。具体的には、チケット用に印刷を施した本発明の記録シートに、感熱
記録により金額、日付、席番号などを記入する。チケットが使用される時点で、チケット
の一部を加圧することにより感圧層を発色させ、そのチケットが本物であることを確認で
きる。比較例３のように単なる感熱紙をチケットに用いた場合はこのような真贋判定はで
きない。同じことは単なる感圧シートにも言え、それだけでは真贋判定はできない。この
ため本発明の記録シートは真贋判定性、すなわち偽造防止性を有するものである。
【０１１６】
実施例３における感熱／感圧発色性ラベルにおいては、本発明の感熱／感圧発色性記録シ
ートを粘着ラベルに応用した物であり、一般の感熱ラベルにはない偽造防止性を有するた
め、ラベルの偽造、ひいてはそのラベルが貼られている商品の偽造を防止する機能を有す
る。ただし、感熱発色と感圧発色において、色が同じ場合は極めて両者の発色がどちらの
ものか判別しにくいため、偽造防止用に用いる場合は、感熱発色と感圧発色の色を変えた
方が良い。
【０１１７】
本発明の記録シートは紙の風合いを生かしたまま優れた記録性、取扱性を有している。取
扱時において透明紙やポリオレフィン樹脂が剥離してしまうこともなく、自己発色性感圧
記録層が透明紙などで保護されているため耐擦性も優れている。
【０１１８】
これに対して、自己発色性感圧記録層のみを有する比較例１の自己発色性感圧記録シート
は、十分な耐擦性がなく、ポリオレフィン樹脂でラミネートした自己発色性感圧記録シー
トは耐擦性はあるが偽造防止性がない。感熱層のみ有する比較例３のサンプルも偽造防止
の機能を有さない。
【０１１９】
実施例４において得られる感圧発色性剥離シートは、その剥離層上に粘着層を有する粘着
ラベルを貼り付けてラベルとし、ドットインパクトプリンターを用いてラベル上に印字を
行うと、粘着ラベルを剥した後の剥離シートに同様の印字が現われるため、ラベル自体の
偽造防止ができる。また、粘着ラベルを剥離層から剥した際に、剥離シートがラベル上と
同様の発色をしているため剥離シートをラベルの控え伝票として用いることができる。
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【０１２０】
比較例６のように自己発色性感圧記録層上にそのまま剥離層を設けようとすると、自己発
色性感圧記録層がカブリ発色を起こして使い物にならなかったり、あるいは減感して発色
しなかったりするなどのトラブルがある。自己発色性感圧記録層を有さないただの剥離シ
ートが、偽造防止にも複写伝票にもならないのは、自明である。
【０１２１】
実施例５で得られる剥離性隠ぺい層を有する記録シートは、隠ぺい層を設けた後で自己発
色性感圧記録層の印字が可能であり、自由に内容を変えて印字することができる。また、
剥離性隠ぺい層を剥離した後で圧力により発色させることができるためカラーコピーなど
により複製を作れないため偽造防止性を有する。
【０１２２】
自己発色性感圧記録層上に剥離性隠ぺい層を設けただけでは、耐擦性が不十分で、剥離性
隠ぺい層を剥す場合に自己発色性感圧記録層が発色し、使い物にならない。自己発色性感
圧記録層のない支持体に剥離性隠ぺい層を設けても、後発色性がなく、かつ偽造防止性も
ないことは自明である。
【０１２３】
【発明の効果】
本発明の感熱／感圧発色性記録シートにおいては、感熱記録が可能であるばかりでなく加
圧印字を行うことにより、自己発色性感圧記録層を発色させることが可能であり、その発
色は感熱記録層、ポリオレフィン樹脂層および透明紙を通して確認することが可能である
。本発明の感熱／感圧発色性記録シートは、ふたつの記録方式を併用できることから偽造
しにくく、偽造防止用紙として用いることができ、ひいては（例えばラベルとしての）偽
造防止用紙とともに用いられている商品の偽造防止にも一役買うものである。本発明の感
熱／感圧発色性記録シートを用いた書類あるいはチケットなどを偽造しても、例えば感熱
記録した後に感圧発色させることにより、あるいは逆に感圧記録させた後で感熱発色させ
ることにより容易に偽造を察知できる。自己発色性感圧記録層が透明紙の内側に保護され
た形になるため不用意な摩擦による発色汚れの心配がなく耐擦性が高いばかりでなく、透
明紙上に剥離層や剥離性隠ぺい層を設けて感圧発色性剥離シートあるいは隠ぺい型感圧発
色性記録シートとすることができる。また、本発明の一連の記録シートは記録の耐候性、
耐水性、耐油性などが良好で、表面がセルロース繊維よりなる透明紙であるため、感熱記
録層との親和性が良好で、取扱性に優れ、ラミネート紙特有の帯電による重送が起こらず
、偽造防止用の記録シートのみでなく連続伝票用、貼り付け伝票、ラベル、記録用、無塵
記録紙など多くの用途に用いることができ、工業的意義の大きいものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の感熱／感圧発色性記録シートの断面図。
【図２】本発明の感熱／感圧発色性ラベルの断面図。
【図３】本発明の感圧発色性剥離シートの断面図。
【図４】本発明の隠ぺい型感圧発色性記録シートの断面図。
【符号の説明】
１　支持体
２　自己発色性感圧記録層
３　ポリオレフィン樹脂層
４　透明あるいは半透明紙
５　感熱記録層
６　感熱／感圧発色性記録シート
７　粘着層
８　感熱／感圧発色性ラベル
９　剥離層
１０　感圧発色性剥離シート
１１　剥離性隠ぺい層
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１２　隠ぺい型感圧発色性記録シート

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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